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都市計画道

月 日 内         容 
7 月 2 日 連合会長会議 

7 月 5 日 新入会員研修会 

7 月 12 日 

第５地域三役合同会議 

田無警察交通安全対策事業者感謝状表彰 

新任理事研修  (国分寺労政会館) 

安全就業推進連絡拡大会議 (財団主催) 

職群・職種リーダー会議 (自転車関係 24名) 

7 月 16 日 入会説明会  (22日面接) 

7 月 18 日 安全パトロール 

7 月 19 日 安全就業推進のつどい  (武蔵野市) 

7 月 20 日 布ぞうり講習会 

7 月 24 日 理事会  (別掲) 

7 月 25 日 就業相談会 

8 月 1 日 小学生対象の夏休み無料手芸教室 

8 月 8 日 適正就業巡回調査  (財団) 

8 月 20 日 理事・監事・班長合同会議  (別掲) 

先
の
理
事
・
監
事
・
班
長
の
合
同
会
議
で
、
10
月
か
ら
実
施
を
予
定
し
て

い
る
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
市
報
等
配
布
事
業

の
改
善
に
関
し
て
、
同
特
別
委
員
会
の
提
言
に
基
づ
く
地
域
班
長
の
役
割
に

つ
い
て
報
告
と
説
明
が
行
わ
れ
、
班
長
の
皆
さ
ん
か
ら
活
発
な
質
疑
や
厳
し

い
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

組
織
の
見
直
し
の
ポ
イ
ト
は
、
①
今
の
連
絡
調
整
会
議
を
統
括
会
議
に
改

組
拡
充
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
重
要
事
項
を
協
議
す
る
、
②
事
業
推
進

委
員
会
を
簡
素
な
組
織
に
再
編
し
て
、
案
件
ご
と
に
よ
り
機
動
的
な
対
応
を

目
指
す
、
③
研
修
委
員
会
を
企
画
総
務
委
員
会
に
統
合
す
る
な
ど
で
す
。 

配
布
事
業
に
つ
い
て
は
、
班
長
の
係
わ
り
を
明
確
に
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
更
に
信
頼
さ
れ
る
事
業
の
展
開
に
つ
な
げ
て
行
く
。
そ
の
た
め
に
こ
れ

ま
で
不
備
で
あ
っ
た
班
長
の
役
割
に
つ
き
、
地
域
班
設
置
規
程
と
地
域
班
運

営
要
綱
の
一
部
を
改
正
し
明
記
し
た
こ
と
で
す
。 

各
班
ご
と
に
配
布
事
業
の
実
態
は
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
永
年
の
間
に
培

わ
れ
た
実
情
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
理
想
に
近
づ
け
て
行
き
た
い

も
の
で
す
。 

 

安全を  家族が願う  行き帰り  

ニュース 

10
月

に
組

織

改

正

を
実

施 
 
 
 
 

配
布
事
業
で
の
班
長
の
役
割
を
説
明 

★めざせ 事故ゼロ 

８月は 

傷害事故 ０件 
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第
４
回 

定
例
理
事
会
報
告 

 

７
月
24
日 

開
催 

 

公  益 
社団法人 

一
、
理
事･

監
事･

班
長
合
同
会
議
を

８
月
20
日(

火)

に
開
催(

別
掲)

 

二
、
地
域
班
設
置
規
程
と
運
営
要
綱

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

 

配
布
事
業
を
よ
り
ス
ム
ー
ス
に

展
開
す
る
た
め
、
今
回
、
班
長
の

職
務
に
広
報
等
の
配
布
業
務
に
お

け
る
配
布
者
等
の
選
任
、
指
導
、

そ
の
他
の
調
整
を
行
な
う
事
項
を

明
記
し
ま
し
た
。 

三
、
組
織
改
正(

案)

と
理
事
の
配
置

(

案)

が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

９
月
末
ま
で
に
委
員
等
の
人
選

を
行
い
、
10
月
か
ら
新
組
織
の
も

と
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

四
、
地
域
班
お
よ
び
仕
事
別
グ
ル
ー

プ
の
担
当
理
事
が
決
ま
り
ま
し

た
。(

10
月
以
降
一
部
変
更
あ
り) 

五
、
全
会
員
に
実
施
し
た｢

地
域
社
会

の
ニ
ー
ズ｣

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
集
計
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。(

別
掲) 

六
、
第
１
回
就
業
者
会
議
が
、
７
月

12
日
、
自
転
車
関
連
職
場
の
リ
ー

ダ
ー
を
対
象
に
セ
ン
タ
ー
会
議
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。(

別
掲)  

七
、
交
通
安
全
優
良
事
業
所
と
し

て
、
当
セ
ン
タ
ー
が
田
無
警
察
署

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

八
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス 

昨
年
度
の
事
業
実
績
は
150
件
、 

一
、
四
二
五
万
円
で
し
た
。 

九
、
熱
中
症
２
件(

学
童
交
通
擁
護

と
市
報
配
布)
 

お
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

十
、
第
２
回
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

７
月
18
日
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南

北
、
ひ
ば
り
タ
ワ
ー
周
辺
、
保
谷

駅
南
北
、
田
無
駅
周
辺
、
ア
ス
タ

周
辺
、
柳
沢
駅
南
北
の
放
置
自
転

車
関
係
と
個
人
宅
４
箇
所
の
植
木

剪
定
を
実
施
し
ま
し
た
。 

十
一
、
７
月
19
日
第
５
ブ
ロ
ッ
ク

「
安
全
就
業
推
進
の
つ
ど
い
」
に

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
澤
田
会
長
以
下

10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

（
広
報
宣
伝
部
会
） 

 
 

６
月
19
日
の
総
会
で
再
任
さ
れ

ま
し
た
丸
山
弘
明
理
事
は
、
健
康

上
の
理
由
に
よ
り
、
７
月
17
日
付

け
で
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

富 

士 

山 

と 

私 

こ
の
夏
は
、
日
本
人
長
年
の
夢
で

あ
っ
た
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
、
何
か
と
そ
の
話
題
で

盛
り
上
が
っ
て
い
た
。 

 

私
に
と
っ
て
の
富
士
山
は
、
背
山

ひ
と
つ
越
え
る
と
そ
び
え
て
い
る

の
に
、
頂
上
付
近
さ
え
見
え
ず
、
南

ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
眺
め
て
育
っ

た
。
そ
の
雄
大
な
美
し
さ
を
最
初
に

意
識
し
た
の
は
、
高
校
時
代
三
つ
峠

か
ら
眺
め
た
景
色
だ
っ
た
。 

 

ス
バ
ル
ラ
イ
ン
が
開
通
し
、
帰
省

し
た
兄
姉
と
ド
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た

二
十
代
の
初
夏
、
五
合
目
に
立
ち
、

眺
め
の
美
し
さ
よ
り
寒
さ
に
震
え
、

排
気
ガ
ス
で
白
く
立
ち
枯
れ
た

木
々
に
心
が
痛
ん
だ
こ
と
を
思
い

出
す
。 

 

富
士
登
山
は
、
四
十
歳
の
頃
だ
っ

た
。
友
人
と
半
ド
ン
の
土
曜
日
、
当

時
は
コ
ン
ビ
ニ
も
な
く
、
御
殿
場
の

す
し
屋
で
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
も

ら
い
タ
ク
シ
ー
で
登
山
口
へ
、
金
剛

杖
を
頼
り
に
ひ
た
す
ら
夜
道
を
歩

く
。
八
合
目
の
山
小
屋
に
到
着
し
た

時
は
、
転
げ
込
む
よ
う
に
二
段
ベ
ッ

ド
に
も
ぐ
り
こ
み
、
翌
朝
、
山
小
屋

の
前
で
ご
来
光
を
眺
め
思
わ
ず
柏

手
を
打
つ
。
胸
突
き
八
丁
を
登
り
き

り
や
っ
と
た
ど
り
つ
い
た
頂
上
は
、

ゴ
ロ
ゴ
ロ
の
溶
岩
ば
か
り
だ
っ
た

が
、
日
本
一
高
い
山
に
登
っ
た
と
い

う
達
成
感
と
元
気
を
も
ら
っ
た
気

が
し
た
。 

 

旅
の
途
中
や
、
生
活
す
る
日
々
の

中
、
富
士
山
を
眺
め
る
機
会
は
沢
山

あ
る
が
、
そ
の
姿
を
見
ら
れ
た
だ
け

で
、
少
し
得
し
た
気
分
や
幸
せ
を
感

じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。 

四
季
折
々
に
豊
か
な
表
情
を
見

せ
て
く
れ
る
富
士
山
を
「
信
仰
と
芸

術
の
対
象
」
と
し
て
の
遺
産
だ
け
で

な
く
素
晴
ら
し
い
自
然
も
残
せ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
は
地
元
山
梨
に
生

ま
れ
た
一
人
と
し
て
、
幅
広
い
環
境

保
護
活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
い
き

た
い
。 

 
 
 

（
古
屋 

貞
子
） 

     

 

ね
ん
り
ん 
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平
成
25
年
度 

自
転
車
関
係
業
務 

 
 

リ
ー
ダ
ー
就
業
者
会
議 

 

７
月
12
日
午
後
か
ら
放
置
自
転
車

整
理
指
導
、
自
転
車
保
管
所
、
有
料

駐
車
場
の
リ
ー
ダ
ー
合
計
15
名
と
、

三
役
、
事
務
局
、
就
業
対
策
部
会
員

総
勢
24
名
に
よ
り
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

 

テ
ー
マ
は｢

就
業
時
、
整
理
・
指
導

業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
な
い
事
案
発
生

時
の
対
処
法｣

｢

放
置
自
転
車
、
保
管

所
相
互
へ
の
要
望
事
項｣

。
予
め
、
宿

題
と
し
て
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル(

案)

、
お

配
布
事
業
で
激
論 

 
 
 
 

‥
‥
合
同
会
議
‥
‥ 

 

平
成
25
年
度
の
理
事･

監
事･

班
長

合
同
会
議
が
８
月
20
日
午
後
、
保
谷

庁
舎
４
階
研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
出
席
者
は
理
事
15
名
、
監
事
１

名
、
班
長
36
名(

副
班
長
の
代
理
出
席

を
含
む)

と
事
務
局
か
ら
１
名
の
計

53
名
で
し
た
。 

 

主
題
の
一
つ
、
組
織
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
下
田
雅
男
常
務
理
事
・
事

務
局
長
が
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
班

長
の
役
割
に
つ
い
て
を
澤
田
壽
弘
会

長
が
、
市
報
等
配
布
事
業
に
お
け
る

地
域
班
長
の
係
わ
り
を
樽
井
秀
夫
理

事(

元
配
布
事
業
改
善
特
別
委
員
長)

が
説
明
し
ま
し
た
。 

 

班
長
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
班
内
の

配
布
状
況
、
拠
点
者
及
び
配
布
担
当

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大

切
な
こ
と
な
ど
、
活
発
な
質
問
や
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
議
終
了
後
は
庁
舎
の
食
堂
で
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
活
気
に
満
ち
た
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

    
よ
び
そ
の
Ｑ
＆
Ａ
を
送
付
し
、
現
場

で
起
き
て
い
る
問
題
点
の
提
起
を
お

願
い
し
ま
し
た
。 

 
｢

警
告
書
の
書
き
方｣

の
統
一
、
公

共
の
場
所
、
公
道
・
私
道
の
確
認
法
、

西
東
京
以
外
の
区
市
に
自
転
車
が
ま

た
が
っ
て
い
る
場
合
の
処
理
法
等
活

発
に
討
議
さ
れ
、
情
報
の
共
有
と
確

認
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
後
も
事
務
局
、
就
業
者
間
で
連

絡
を
密
に
し
、
よ
り
良
い
就
業
環
境

を
維
持
す
る
こ
と
を
確
認
し
会
議
を

終
了
し
ま
し
た
。 

(

就
業
対
策
部
会
長 

藤
倉
厚
生)

 

  

 
｢

地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ｣

に
関
す
る 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果 

 

去
る
６
月
15
日
の
シ
ル
バ
ー
ニ
ュ

ー
ス
に
折
込
み
、
全
会
員
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
当
セ
ン
タ
ー
が
家
事
援

助
を
含
め
た
生
活
支
援
事
業
を
進
め

る
中
で
、
最
も
重
要
な
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
地
域
に
密
着
し
た

事
業
展
開
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
今
回
は
、
特
に
各
地
域
班
ご
と

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
を
計
算

し
会
員
の
意
識
調
査
を
兼
ね
た
も
の

で
し
た
。
会
員
の
み
な
さ
ん
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

一
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
状
況 

 

配
布
数 

一
、
三
七
〇
枚 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
提
出
会
員 

423
名 

 

回
収
率 

30.9
％ 

 
 
 

（
班
別 

最
高 

62
％ 

 
 
 
 
 
 

 
 

最
低 

10.7
％
） 

二
、
主
な
要
望 

 

家
の
中 

‥ 

①
風
呂
の
掃
除
、 

②
電
球
交
換
、
③
ガ
ス
調
理
台

の
掃
除
…
等
々 

 

家
の
外 

‥ 
 

①
除
草
、
②
植
木
の 

剪
定
、
③
ペ
ン
キ
塗
り
、
④
買

い
物
代
行
…
等
々 

三
、
費
用
の
支
払
に
関
す
る
こ
と 

 
 

 

金 

額 

５
千
円
～
１
万
円 

 
 

 

時
間
給 

８
百
円
～
１
千
円 

(

事
業
開
拓
部
会
長 

樽
井
秀
夫) 

  

          9 月 26 日 (木 )13 時半から  
センター会議室で開催  

※ 予 約 制 
            参加希望の方は事前に 

センター事務局までご連絡願います。 

 

 

就  業 

相談会 
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第
85

回
シ
ル
バ
ー
歩
く
会
は
、

「
加
治
丘
陵
を
歩
く
」
と
題
し
て
行

わ
れ
た
。
加
治
丘
陵
と
は
入
間
市
・

飯
能
市
・
青
梅
市
に
ま
た
が
る
東
西

６
～
７
ｋ
ｍ
、
南
北
1.5
ｋ
ｍ
程
の
丘

陵
地
で
、
標
高
は
最
高
で
２
５
０
ｍ

程
の
高
さ
で
あ
る
。 

当
日
は
仏
子
駅
の
裏
手
の
武
蔵
野

音
大
の
脇
を
登
り
始
め
、
尾
根
筋
に

あ
た
る
旧
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を

歩
き
、
途
中
桜
山
展
望
台
で
昼
食
を

と
り
、
入
間
川
沿
い
の
阿
須
運
動
公

園
付
近
に
下
り
、
川
を
渡
り
元
加
治

駅
に
至
る
コ
ー
ス
。 

さ
て
、
こ
の
阿
須
だ
が
「
あ
ず
」

と
読
む
。
こ
の
辺
り
の
地
形
か
ら
き

て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
角
川
古
語
辞

典
を
開
く
と
、「
あ
ず
【
崩
岸
】
く
ず

れ
や
す
い
が
け
。」
と
載
っ
て
い
る
。 

川
筋
か
ら
丘
陵
を
見
渡
す
と
露
出

し
た
地
面
が
垂
直
に
切
り
立
っ
て
い

る
。
公
園
の
一
角
に
は
あ
ず
を
詠
み

込
ん
だ
万
葉
歌
碑
２
基
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
テ
レ
ビ
で
高
校
野
球

で
勝
利
し
た
横
浜
高
校
の
選
手
が
歌

う
校
歌
の
字
幕
に
「
…
屏
風
ヶ
浦
の
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ず 

退 

会 

さ
れ
た
方
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で
す 

住

吉
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久
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谷
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伏
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沢
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保

谷
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政
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中
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宏
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克
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重
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田

 

淑

子 

清

宮
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恵
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会

員

総

数

 

男 

性 
 
 
 

九
二
一
名 

女 

性 
 
 
 

四
六
〇
名 

合 

計 
 

一
、
三
八
一
名 

（
７
月
24
日
現
在
） 

ひ
ば
り
が
丘
２ 

 

高

橋

芙

紗

江 

 
 

 
─

班

名

表

示

─
 

  

入 

会 

さ
れ
た
方
々
で
す 

田
無
町

２ 

北

町 

下
保
谷
１ 

栄
町
・
ひ
ば
り
が
丘
北 

〃 

ひ
ば
り
が

丘
１ 

ひ
ば
り
が

丘
２ 

〃 

泉

町

１ 

芝
久
保
町
３ 

〃 

保
谷
町
３ 

東

伏

見 

柳

沢

１ 

新

町 

 

立

野

 

勝 

田

中

久

美

子 

松

岡

 

ケ

イ 

上

村

 

卓

司 

月

原

 

豊 

石

原

 

重

彦 

武

内

ハ

ル

ヨ 

村

井

恵

美

子 

凩

 
 

忠

義 

小

林

謙

次

郎 

新

井

 

利

子 

松

本

由

美

子 

岩

野

 

寛

一 

竹

之

内

政

子 

遠

藤

 

八

郎 

シニアのためのパソコン教室 

＊平成 25年 10月講座日程＊ 
講 座 名 開 催 日 申込期限 

無料講座 10 月 3 日(木) 午後 9 月 24 日 

入門講座 10月 4･11･18･25日午前 4回 9 月 25 日 

活用講座 10月 4･11･18･25日午後各 4回  

ﾜｰﾄﾞ初級 10月 8･15･22･29日午前 4回 9 月 27 日 

ｴｸｾﾙ初級 10月 8･15･22･29日午後 4回 9 月 27 日  
無料講座は「パソコンの始め方と入力」という内容でパソコンの初歩的な

使い方と楽しさを経験していただく講座です。活用講座はワード､エクセル

の応用･インターネット･メール･画像の処理など､さらなるパソコンの活用

を学ぶ講座です。(詳細は下記へ資料をご請求ください)  
宛先：西東京市シルバー人材センター パソコン班､ 
〒202-0013 中町 1-6-8 保谷東分庁舎内 ℡ 042-425-6611 

 

学童交通擁護員のヒヤリ・ハット  

 今年の夏も大変暑い日が続き、猛暑日が何日もあり

ました。私は学童交通擁護員として毎日児童の登下校

を見守っています。「おはようございます」と朝はあい

さつから。元気のいい声が向こうの方から聞こえてく

ると今日も一日事故のない事を祈りながら、待ち構え

てあいさつを交わす毎日です。 

信号機のない十字路は、先を急ぐ車や通勤通学の自

転車が縦横無尽に走ってくるので、一瞬「ヒヤリ」と

することが度々あります。幸い事故にはつながらずほ

っとしています。 

 まだ記憶にある練馬区の小学校で下校中の児童３人

が切りつけられた事件で、シルバー人材センターの交

通擁護員が体を張って被害の拡大を食い止め児童を守

ったというニュースを知った時、同じ交通擁護員とし

て「ヒヤリ」というより「ゾォッ」としました。 

誰もが予測がつかないような出来事はいつ起こるか

わからないので、これからも児童が安心して通学でき

るよう、黄色の旗をなびかせながら…学童交通擁護員

として子どもたちの安全を見守って参ります。 

（安全管理委員会 鈴木賢一） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

記
念
日
に 

さ
さ
や
か
に
酌
み
交
す 

日
々
し
な
や
か
に 

穏
や
か
に
…
…
と 

命
あ
る
限
り 

 

真
白

ま
っ
さ
ら

な 

私
の 

画
用
紙
に 

絵
を
描
い
て
く
れ
た
の
は 

あ
・
な
・
た （南

町 

平
山
紀
美
子
） 

五
行
歌 

声 

（
こ 

え
） 

  

田無警察署より感謝状授与  

春の全国交通安全運動の一環として、田無警察署

管内における交通功労者の表彰式が去る 7月 12日、

「コール田無」において行われ、当シルバー人材セ

ンターが、「永年の交通安全対策」と「適正な車両管

理」により交通安全への貢献が大とのことで、田無

警察署長より感謝状が授与されました。 

これからも事務局および全会員一丸となって交通

事故の撲滅に努力して行きましょう。 

（安全管理委員長 簾内正一） 

 

続 囲碁のはなし ⑤ 

どちらも手出しできない「セキ」という形（一） 

 「セキ」は引き分けの意味です。ある部分の

境界線の戦いでどちらからも手出しできない

形をいいます。１図でＡとＢはダメ（打っても

地にならない所）ですが、この場合はどちらも

手出しができません。 

 たとえば２図黒から❶とアタリをかければ、

白○で黒５子が取られてしまいます。白からも

３図の白➀とアタリをかけると、今度は白４子

が取られ、どちらも先に

打った方が損をする。こ

の形を「セキ」といいま

す。 

９
月
就
業
の
配
分
金
は 

 
 
 

10
月
15
日
（火
）
に 

 
 
 
 
 

振
り
込
ま
れ
ま
す 

   

柳
沢
保
管
所
一
期
生

）

 

環
境
美
化
運
動
に 

ご
協
力
を
！ 

９
月
28
日
（
土
）
に
、
高
齢

者
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
す
る

統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
ご
み
ゼ
ロ

運
動
）
を
実
施
し
ま
す
。 

 

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
各

地
域
班
長
さ
ん
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
お
茶

代
を
事
務
局
よ
り
お
振
込
み
い

た
し
ま
す
。 

 
 

（事 

務 

局
） 

 

☆ 各サークルに興味のある方は 
当日会場へお越し下さい。 

 

□ シルバー歩く会 
 第 86回 秋川周辺を歩く (初めての五日市線沿いです) 
 日    時： １０月１４日（祝・月）  集合時間： ８：３０ 
 集合場所： 新宿線小平駅ホーム待合室周辺（拝島行き） 
 
□ ＳＫＡ（カラオケ愛唱会） 
 場所時間：おあしす 13：00～17：00 
 実 施 日： 9 月 17 日（火）  9 月 22 日（日） 
       10 月 ５日（土）  10 月 12 日（土） 

10 月 15 日（火） 
□ 碁 遊 会 
場所時間：ルピナス  9：00～12：00 

 実 施 日： 9 月 17 日（火）  10 月 １日（火） 
      10 月 ８日（火）  10 月 15 日（火） 

サ ー ク ル 掲 示 板  

慎
ん
で
追
悼
申
し
上
げ
ま
す 

東
伏
見 

 

野 

村 

次 

良 

様 

原
稿
随
時
募
集
中
！ 

「
声
（
こ
え
）
」
欄
に
皆
様
の
貴

重
な
体
験
等
（
ご
苦
労
・
喜
び
、

夢
・
健
康
・
趣
味
な
ど
）
を
ご
寄

稿
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

本
文
４
０
０
～
４
５
０
字
以

内
。
ま
た
見
出
し
は
も
ち
ろ
ん
、

筆
者
名
・
町
名
も
お
忘
れ
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

（
広
報
宣
伝
部
会
） 

 

 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

『
振
り
込
め
詐
欺
』 

 
 

 
 

 

急 

増 

中
！ 

 

振
り
込
む
前
に
、
ご
家
族
や

警
察
、
金
融
機
関
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

特
に
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

ま
ず
確
認
！ 

 

あ
わ
て
な
い
で
！
冷
静
に
！ 

 
れ
て
あ
げ
た
り
、
長
期
間
の
保
管
車 

は
、
全
体
を
軽
く
拭
い
て
い
ま
す
。 

カ
ゴ
が
曲
が
っ
て
い
る
場
合
は
目
の

前
で
少
し
で
も
直
し
ま
す
。
こ
れ
ら 

の
行
動
は
素
早
く
自
然
体
で
で
き
な

け
れ
ば
ダ
メ
で
す
。
ま
た
自
転
車
を 

お
渡
し
す
る
ス
ピ
ー
ド
も
重
要
な
課

題
で
す
。
新
人
に
は
特
に
こ
の
こ
と 

を
指
導
し
て
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
万
一
場
内 

で
問
題
点
が
発
生
し
た
と
き
は
３
人

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
最
重
要
で
一
丸

に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
仲
間
の 

動
き
に
い
つ
も
敏
感
に
な
る
よ
う
に

心
掛
け
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
泉
町 

杉
山
輝
雄
） 

 

柳
沢
保
管
所
一
期
生 

柳
沢
自
転
車
等
保
管
所
が
出
来
て

２
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
私
は
そ

の
前
は
東
伏
見
保
管
所
が
閉
鎖
さ
れ

る
ま
で
１
年
半
ほ
ど
就
業
し
ま
た
。 

当
時
、
会
員
番
号
で
は
一
番
若
手
で 

し
た
が
今
の
柳
沢
保
管
所
で
は
最
古

参
に
な
り
ま
し
た
。 

放
置
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
受
け
渡

し
が
業
務
で
す
が
、
保
管
の
管
理
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
受
取
り
に
来
所

す
る
所
有
者
の
個
性
が
皆
違
う
の
で

対
応
の
仕
方
に
い
つ
も
苦
慮
し
て
い

ま
す
。
私
の
最
後
の
１
年
間
は
、
今

ま
で
に
色
々
と
経
験
し
た
問
題
点
を

次
の
リ
ー
ダ
ー
に
伝
達
す
る
こ
と
だ

と
思
い
専
念
中
で
す
。 

所
有
者
へ
の
気
持
良
い
対
応
が
ま

ず
一
番
で
す
が
、
返
還
の
際
空
気
の 

少
な
い
タ
イ
ヤ
に
は
必
ず
空
気
を
入

絶
崖
（
あ
ず
）
を
隔
て
て
…
」
と
ル

ビ
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
国
分
寺
崖

線
を
方
言
で
「
は
け
」
と
い
う
の
は

知
っ
て
い
た
が
、「
あ
ず
」
と
い
う
言

葉
も
意
味
も
知
ら
ず
に
い
た
。 

ひ
と
つ
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

（
緑
町 

前
田
衆
司
） 

 


